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通信量は 2021には 2016年からの 5年間で 3倍の 3.3ZBに到達すると言われている [2][1]. この調
査によると，総インターネット通信量の 8割は動画データファイルのやり取りによって発生してい














図 1.1.1: 月間通信量と年度の関係 [1]
1.2 コンテンツ配信ネットワークによる通信量削減













































































































図 2.3.1: 各時間に 100位までの動画に集中するアクセスの割合（破線部は 12:00，0:00）
図 2.3.2: 一週間に渡るコンテンツ要求数の推移
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要求の偏りの推移をパターン化するため，図 2.3.1に示した IPTVサービスの上位 100位のコン
テンツに対して発生する要求傾向について考察する．IPTVサービスのアクセスログを解析した文





















































ei jpikyi jk (3.2.1)
ここで (3.2.1)式で用いるパラメータを，ei jはユーザ iからキャッシュサーバ jまでのホップ数，
pikはユーザ iがコンテンツ kにアクセスする確率，yi jkはユーザ iからコンテンツ kをキャッシュ



































アクセスの偏り 4色 3色 2色 1色
大 20 40 70 270
小 0 0 0 400
13
図 3.2.5: アクセスの偏りと通信量の時間推移































要求の偏り 4色 3色 2色 1色
86%(大) 20 40 70 270
72% 9 25 55 311
60% 3 19 41 337
46% 0 4 16 380














































































比較アルゴリズムは，キャッシュサーバなし (w/o cache)，ModifiedLRU, LRU,色情報が 1日更
















4色 3色 2色 1色
Color 5 25 85 285
Hybrid 5 25 85 245
Push Hybrid (事前保持) 5 25 85 165
















コンテンツ要求は，北欧の IPTVの文献 [13]の図 2.3.1,図 2.3.2,図 2.3.3を用い，表 4.3で指定され
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